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今週のキーワード

全固体電池
材料量産化とAI開発が加速

33
件

記事数

10
カ国

対象国

1,000
トン

固体電解質

40
%

CO2削減

今週の全33記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 PFAS規制と代替材 市場動向/
規制

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

PFAS規制強化によりフッ素樹脂の用途が再分類され
、半導体・医療分野で代替材開発が加速、規制遵守と
環境配慮が不可欠に。

#02 CFRP航空宇宙応用 技術解説/
製品紹介

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

CFRPが航空宇宙の一次構造で金属を凌駕し、連続繊
維3Dプリンティングにより複雑部品製造が可能に。軽
量化と性能向上に貢献。

#03 PFAS規制の必須性 企業戦略/
規制解説

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

PFAS規制はPTFEの一律禁止ではなく、半導体・医療
など必須用途でのフッ素樹脂の不可欠性が認識され、
適切な材料選択が重要。

#04 BASF化学リサイクル 新技術/製
品発表

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

BASFがポリアミド繊維の化学リサイクル「Loopamid
」を商業化し、バージン品質に復元。高機能用途への
再生材利用を可能に。

#05 化学リサイクル失速 市場危機/
市場動向

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

化学リサイクルの商業化が欧米で失速、高コスト、需
要不足、規制不確実性が原因で多くのプロジェクトが
遅延・中止に。

#06 SABICフッ素フリー 新製品/企
業戦略

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

SABICがMD&M; West 2026でPFASフリーのフッ素
樹脂代替材を発表予定。医療機器産業のPFAS規制対
応を支援。

#08 エンプラ3Dプリント 製品紹介/
技術応用

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

Vektor3D社がPEEK, PEKK, PEIなど高性能プラを航
空宇宙・防衛分野の3Dプリントに活用。軽量・高強度
部品の迅速な製造を実現。

#09 SÜDPACKバイオPLA 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

SÜDPACKがバイオベース生分解性PLAフィルム「Pla
nova®」を再発表。生鮮ハーブ・切り花向けに持続可
能な包装を提供。

#10 自動車複合材料 市場分析/
技術応用

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

自動車産業で炭素・ガラス繊維複合材料が金属代替を
加速。EVの軽量化と航続距離延長に貢献し、高速硬化
樹脂やリサイクル技術が鍵。

#12 高温3Dプリント 製品紹介/
技術応用

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

3DSPROがPEEK, PEI, PPSなど高温対応3Dプリンテ
ィングプラスチックを提供。航空宇宙・医療・半導体
産業の機能部品製造を強化。

#13
Envalior高性能ポリマ
ー

製品紹介/
企業戦略

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

OmyaがEnvaliorのポリアミド・PBT樹脂を流通。自
動車・電子機器の高性能化、軽量化、持続可能性向上
に貢献。

#14 治験薬BI 1815368 臨床試験
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●○○○

○

ベーリンガーインゲルハイムが治験薬BI 1815368の
体内動態を評価する第I相臨床試験を登録。安全性と薬
物動態を初期段階で確認。



高分子・樹脂 Weekly Intelligence Report | 2026-08-01 | Page 2

# 記事タイトル 種別 技術
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距離

市場
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データ
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関連度 一行サマリ

#15 Thales持続可能カード 製品紹介/
企業戦略

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

Thales GroupがPVCを80%以上削減したPLA製バイ
オソースカードなど持続可能な決済カードを7,000万
枚以上提供し、環境負荷低減に貢献。

#16 PEEK/PEK/PTFE比較 技術比較/
解説記事

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

Infinita LabがPEEK, PEK, PTFEの高性能ポリマー比
較ガイドを公開。PEKはPEEKより高温耐性に優れるが
、入手性に課題。

#17 Jinhuaエポキシ樹脂 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Jinhuaが電子部品ポッティング用エポキシ樹脂を提供
。高電気絶縁性、強力な接着性、熱安定性で電子機器
の長期信頼性を確保。

#18 RAMPF化学リサイクル 新技術/製
品発表

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

RAMPFグループが化学リサイクルでポリウレタン・P
ET廃棄物から高品質リサイクルポリオールを生産。C
O₂排出量を40%以上削減。

#19 PHBバイオポリマー 学術論文/
技術課題

●●●○
○

●●○○
○

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

MDPIがバイオポリマーPHBの包括的レビューを発表
。生分解性だが、高い結晶性、脆性、狭い加工温度範
囲が課題で修飾戦略が研究中。

#20 ナノ粒子製剤ポリマー 技術開発/
企業提携

●●●○
○

●●○○
○

●●○○
○

●●○○
○

●○○○
○

Onco-InnovationsとNanosoft Polymersが抗がん剤
ONC010のナノ粒子製剤向けポリマー製造プロセスを
最適化。PDI改善で安定したナノ粒子形成へ。

#21
WHO臨床試験ガイダ
ンス

規制/業界
動向

●○○○
○

●●●●
●

●○○○
○

●●●●
○

●○○○
○

WHOが臨床試験登録と結果公開に関するガイダンス
を発表。透明性と倫理の強化を強調し、医学研究の信
頼性向上を目指す。

#22 FDA未承認デバイス 臨床試験
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

○
●○○○

○
FDA未承認医療機器の臨床試験NCT07730697が登録
されたが、米国法令により詳細情報は非公開。

#23 治験薬BMS-986533 臨床試験
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●●

●
●○○○

○

Bristol-Myers Squibbが治験薬BMS-986533の安全性
と薬物動態を評価する第I相臨床試験を登録。食品とp
Hの影響も評価。

#24 Greif Envplast買収 企業戦略/
市場動向

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

Greifがスペインのポリマー容器メーカーEnvaplastを
買収。ポリマーソリューション事業は好調で、欧州市
場での地位を強化。

#25 OLED/半導体材料 製品紹介/
技術応用

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

Daken Chemicalが高純度1,3-ビス(4-ビフェニリル)-
1,1,3,3-テトラメチルジシラザンを提供。OLED・半
導体製造の性能向上に貢献。

#26
AI材料発見プラットフ
ォーム

学術研究/
新技術

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

ノートルダム大学がAI材料発見プラットフォームを発
表。機械学習で高分子特性予測とスクリーニングを革
新し、材料開発を劇的に加速。

#27 EV全固体電池量産化 企業提携/
新技術

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

SK OnとFactorial EnergyがEV用全固体電池の量産化
に向け戦略的提携。高エネルギー密度、航続距離延長
、高速充電能力を目指す。

#28 EPA PFAS規制延長 規制/業界
動向

●○○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

米国EPAがPFOA/PFOS飲料水規制のコンプライアン
ス期間を最大2年延長する規則案を発表。中小規模水
道事業者に猶予。

#29 EPA PFAS規制撤回 規制/業界
動向

●○○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

米国EPAがPFHxS, PFNA, GenX化学物質を含む一部P
FASの規制決定撤回規則案を発表。より広範なPFAS規
制への統合を示唆。

#30 DIC触覚向上剤 新製品/企
業戦略

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
●

DICが独自開発した高感度触覚向上剤「Tacthancer™
」の製品開発と市場拡大を発表。多様な製品に新たな
触感価値を付与。

#31
PFASフリーコーティ
ング

市場動向/
新技術

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

PFASフリーコーティング市場で新規制を背景にシリ
コーン、植物由来Morro™、プラズマ技術など持続可
能なイノベーションが加速。

#32 コベストロTPU拠点 企業戦略/
市場動向

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

コベストロが中国珠海に年間3万トン規模のTPU生産
新拠点を稼働。アジア太平洋地域の需要増加に対応し
、2030年代には世界最大級へ。

#33 BYD全固体電池特許 新技術/特
許

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
●

BYDが固形電解質とポリマー電解質を組み合わせたデ
ュアル電解質カソードで次世代ソリッドステートバッ
テリー特許取得。界面課題を解決。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#34 SABIC収益・輸送量 企業業績/
市場動向

●○○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

SABICが2026年第2四半期に66.2億ドルの収益を計上
。Red Sea Express活用でポリマー輸送量を倍増させ
、事業回復力を証明。

#35 Capchem固体電解質 新技術/製
品発表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

Capchem社が酸化物系固体電解質の商用生産・販売
を開始。2026年に千トン規模の生産ライン稼働でソ
リッドステートバッテリー量産化を加速。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ PFAS規制強化は、貴社のサプライチェーンにどのような影響を与えますか？
米国EPAがPFAS規制のコンプライアンス期間延長を検討する一方、フッ素樹脂の代替材開発が加速しています。貴社の製
品に使用されているフッ素樹脂は「必須用途」に分類されますか？代替材への切り替えは計画通り進んでいますか？

❷ 化学リサイクルの商業化失速は、貴社のサステナビリティ戦略を見直すきっかけとなりますか？
BASFやRAMPFが化学リサイクルで成果を出す一方で、欧米では高コストや需要不足で多くのプロジェクトが遅延・中止
に追い込まれています。貴社のリサイクル材導入目標は現実的ですか？投資判断は適切でしたか？

❸ 全固体電池の材料量産化加速は、貴社のEV戦略にどのような機会と脅威をもたらしますか？
SK OnとFactorial Energyの提携、BYDの特許取得、Capchemの固体電解質千トン規模生産開始など、全固体電池の実用
化が加速しています。日本の材料・部品メーカーとして、この変革期にどう対応しますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

全固体電池AI材料探索

PFAS規制化学リサイクル
複合材

エンプラ3D

触覚向上剤

バイオプラ包装

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 全固体電池 注意 EV市場変革、材料供給 技術競争、出遅れ

● AI材料探索 機会大 開発加速、新材料 R&D;格差

● PFAS規制 注意 代替材開発 フッ素樹脂規制

● 化学リサイクル 注意 循環経済、CO2削減 高コスト、需要不足

● 複合材 機会大 軽量化、EV航続 —

● エンプラ3D 機会大 高機能部品、3D造形 —

● 触覚向上剤 機会大 新価値創造、製品差別化 —

● バイオプラ包装 参考 環境対応、新市場 —
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深掘り ① ― 酸化物系固体電解質の商用生産開始
#35 | 2026/07/30 | metal.com | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

中国Capchem社が酸化物系固体電解質の商用生産・販売を開始し、2026年には千トン規模の生産ライン稼働を予定し
ています。これは、ソリッドステートバッテリーの量産化に向けた大きな一歩であり、EV市場やエネルギー貯蔵分野で
の採用加速が期待されます。

酸化物系固体電解質は、高い化学的安定性と耐熱性を持ち、空気中での取り扱いが容易な点が特徴です。千トン規模の
生産能力は、これまで課題だった固体電解質の供給問題を解決し、バッテリーセルメーカーの量産化を後押しします。
これにより、コスト削減、エネルギー密度向上、安全性の確保が可能となります。

▶ 技術者の視点

Capchem社による酸化物系固体電解質の千トン規模生産開始は、全固体電池の実用化に向けた最大のボ
トルネックの一つを解消する画期的なニュースです。酸化物系は硫化物系に比べてイオン伝導率で劣る
ものの、高い安全性と安定性、そして空気中での取り扱いやすさから、EV用途での採用が期待されます
。提示された「千トン規模」という数値は、パイロットから商業生産への移行を示す具体的な指標であ
り、その信頼性は高いと評価できます。しかし、固体電解質と電極間の界面抵抗の問題や、セルレベル
での長期信頼性、そして最終的なコスト競争力については、まだ未解決の課題が多く残されています。 
【機会】日本の電池材料メーカーは、Capchemのような先行企業との連携や、独自の固体電解質技術（
特に硫化物系）の優位性を確立することで、グローバルサプライチェーンにおける存在感を高めるチャ
ンスです。EVメーカーは、高性能な全固体電池の安定供給を見据え、次世代EVの設計を加速できます。 
【脅威】中国企業が固体電解質の量産化で先行することで、日本の材料メーカーは市場シェアを奪われ
る可能性があります。また、EVメーカーは、中国製材料への依存度が高まるリスクを考慮する必要があ
ります。 【次のアクション】日本の材料メーカーは、Capchemの製品スペックを詳細に分析し、自社
技術との比較評価を【R&D;部門】で即時開始すべきです。また、【経営企画部門】は、中国サプライヤ
ーとの提携可能性や、自社での量産化投資の検討を短期的に進めるべきです。

深掘り ② ― AIによる高分子材料発見の革新
#26 | 2026/07/23 | Notre Dame Research | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●○○

ノートルダム大学の研究チームは、機械学習を活用したAI材料発見プラットフォームを発表しました。このプラットフ
ォームは、高精度なポリマー特性予測、AI支援スクリーニング、自動シミュレーション準備を統合し、数百万の仮想ポ
リマーから有望な候補材料をわずか数日で特定します。

この技術は、材料の構造と特性の相関関係を学習させることで、熱伝導率、機械的強度、誘電特性といった複雑な特性
を高精度で予測します。これにより、エネルギー貯蔵やコンピューターチップパッケージングなどの熱関連用途向けポ
リマーの開発プロセスが劇的に短縮され、新材料の市場投入が加速されると期待されています。
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▶ 技術者の視点

AIによる材料発見プラットフォームは、従来の試行錯誤型開発を根本から変える可能性を秘めた学術的
ブレークスルーです。数百万の仮想ポリマーから数日で候補を特定できるという効率性は、材料開発の
リードタイムを劇的に短縮し、R&D;コスト削減に大きく貢献するでしょう。ただし、AIモデルの予測
精度は学習データの質と量に依存するため、実用化には膨大な実験データと検証が必要です。また、AI
が提案する材料が実際に合成可能か、スケールアップ可能かという製造上の課題も残ります。 【機会】
日本の材料メーカーにとって、この技術は新機能材料の探索と開発を加速する絶好の機会です。特に、
半導体パッケージングやEV電池材料など、高性能ポリマーが不可欠な分野での競争力強化に繋がります
。R&D;部門は、AIを活用した材料設計・探索の導入を検討すべきです。 【脅威】AI材料発見技術の導
入が遅れれば、海外の競合企業に新材料開発で大きくリードを許すことになります。特に、データ駆動
型アプローチへの転換が遅れると、R&D;の効率性で劣後するリスクがあります。 【次のアクション】
日本の【R&D;部門】は、AI材料発見プラットフォームの最新動向を継続的に調査し、自社での導入可
能性や、大学・スタートアップとの共同研究の機会を【即時】検討すべきです。また、【経営企画部門
】は、中長期的なR&D;戦略においてAI・データサイエンス人材の育成・確保を【短期】で計画すべき
です。
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深掘り ③ ― EV用全固体電池の量産化に向けた提携
#27 | 2026/07/29 | electrek | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●○○○
日本関連度●●●●●

韓国のSK Onと米国のFactorial Energyが、EV向け全固体バッテリーの量産化を目指す戦略的提携を発表しました。Fa
ctorial独自のFEST全固体バッテリー技術とSK Onの製造専門知識を融合させ、高エネルギー密度のEV用バッテリーを
大規模に生産する実現可能性を共同で評価します。

全固体バッテリーは、液系リチウムイオンバッテリーと比較して、エネルギー密度の向上、航続距離の延長、高速充電
能力、優れた熱安定性といったメリットがあります。FactorialのFEST技術は、セラミックとポリマーを組み合わせた
独自の固体電解質を使用しており、安全性とエネルギー密度向上を目指します。

▶ 技術者の視点

SK OnとFactorial Energyの提携は、全固体電池の量産化に向けた重要なマイルストーンであり、EV市
場のゲームチェンジャーとなる可能性を秘めています。Factorialのセラミック・ポリマー複合固体電解
質は、安全性とエネルギー密度の両立を目指すアプローチとして注目されます。ただし、プレスリリー
ス段階であり、具体的な性能データや量産化に向けた技術的課題（例：固体電解質のイオン伝導性、界
面抵抗、製造コスト）の解決策はまだ詳細に示されていません。特に、大規模生産における品質の均一
性確保は大きな課題となるでしょう。 【機会】日本のEVメーカーや電池材料メーカーは、この提携動
向を注視し、自社の全固体電池開発戦略を見直す機会です。特に、固体電解質や電極材料、製造装置な
どのサプライヤーは、新たなビジネスチャンスを探るべきです。 【脅威】韓国・米国勢が全固体電池の
量産化で先行すれば、日本のEVおよびバッテリー産業は競争力を失う可能性があります。特に、日本の
主要な全固体電池開発企業が、このスピード感に追随できるかが問われます。
【次のアクション】日本の【EV設計部門】は、全固体電池のロードマップを再評価し、SK On/Factori
alの技術動向を【短期】で分析すべきです。日本の【電池材料メーカー】は、自社の固体電解質技術の
優位性を再確認し、量産化に向けた具体的な戦略を【中長期】で策定する必要があります。また、【経
営企画部門】は、海外企業との共同開発やM&A;の可能性も視野に入れるべきです。

その他の注目記事
PFAS規制強化でフッ素樹脂選択に再考促す、半導体・医療用途の代替材開発が加速 (Plastics Engineering)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

PFAS規制強化は半導体・医療分野のフッ素樹脂サプライチェーンに大きな影響。代替材開発の動向を注視し、早期の
対応が急務。

BASFのLoopamidプロセスがポリアミド繊維の化学リサイクルを商業化、バージン品質への復元で高機能用途に貢献 (Polyestertime)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

ポリアミド繊維の化学リサイクル商業化は、循環経済実現に向けた重要な一歩。高機能用途への再生材利用は、日本の
繊維・化学メーカーにとって機会。

Smartech社、自動車複合材料市場で炭素・ガラス繊維が金属代替を加速、EV航続距離延長に貢献 (Smartech)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

自動車の軽量化、特にEVの航続距離延長に複合材料は不可欠。日本の自動車・材料メーカーは、高速硬化樹脂やリサイ
クル技術への投資を加速すべき。

DIC株式会社、高感度触覚向上剤「Tacthancer™」の製品開発と市場拡大に関するビジネスニュースを発表 (DIC Corporation)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○

日本発の触覚感度向上剤は、製品の差別化とユーザー体験向上に貢献するユニークな技術。自動車内装や電子機器など
への応用を検討すべき。

PFASフリーコーティング市場、新規制とシリコーン、植物由来Morro™、プラズマ技術で持続可能なイノベーションが加速 (DataM Intelligence)
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技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

PFASフリー化はコーティング市場の必須トレンド。シリコーン、バイオベース、プラズマ技術など多様な代替技術を
評価し、自社製品への適用を検討すること。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達】PFAS規制対象材料の棚卸しと、代替品の情報収集を開始。特に半導体・医療用途のフッ素樹脂使用状
況を緊急確認。

• 【R&D;】AI材料発見プラットフォーム（ノートルダム大学など）の技術詳細を調査し、自社R&D;への応用可
能性を検討するチームを編成。

• 【経営企画】Capchem社による固体電解質量産化の動向を分析し、日本の電池材料サプライヤーへの影響を評
価。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】PFASフリー代替材（シリコーン、バイオベース、プラズマコーティングなど）の性能評価計画を策定
し、サプライヤーとの連携を開始。

• 【サステナビリティ】化学リサイクル材（ポリアミド、PU/PET由来ポリオール）の導入に向けた品質・コスト
・供給安定性の評価を実施。

• 【EV設計】SK OnとFactorial
Energyの全固体電池提携の詳細を分析し、自社のEVバッテリーロードマップへの影響を評価。

• 【材料開発】DICの触覚向上剤「Tacthancer™」のサンプルを入手し、自社製品（自動車内装、電子機器筐体
など）への適用可能性を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】AI材料探索技術の自社導入、または大学・スタートアップとの共同開発に向けた投資計画を策定し、
データサイエンス人材の育成・確保を進める。

• 【半導体PKG/EV設計】全固体電池の本格導入を見据え、材料要件、設計変更、製造プロセスに関するロードマ
ップを再定義し、サプライチェーン全体での協業体制を構築。

• 【材料開発】PFASフリー高機能材料（特に耐熱性、耐薬品性、電気特性に優れたもの）のR&D;投資を強化し、
次世代製品への適用を目指す。

• 【経営企画】化学リサイクル技術への投資戦略を見直し、高コスト・需要不足の課題を克服するためのビジネス
モデルを検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01
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収録記事一覧

#01 PFAS規制強化でフッ素樹脂選択に再考促す、半導体・医療用途の代替材開発が加速

#02 炭素繊維強化ポリマー（CFRP）が航空宇宙の一次構造で金属を凌駕、連続繊維3Dプリンティン
グで複雑部品製造が可能に

#03 フッ素カーボン社、2026年のPFAS規制動向と工業用途におけるフッ素樹脂の必須性を強調

#04 BASFのLoopamidプロセスがポリアミド繊維の化学リサイクルを商業化、バージン品質への復元
で高機能用途に貢献

#05 化学リサイクルの商業化に失速、高コスト・需要不足で欧米プロジェクトが遅延・中止に直面

#06 SABIC、MD&M West 2026でフッ素フリーのフッ素樹脂代替材を発表へ、医療機器産業のPFAS
規制に対応

#08 Vektor3D社、PEEK、PEKK、PEIなどのエンジニアリングプラスチックで航空宇宙・防衛分野の
3Dプリントを強化

#09 SÜDPACKがバイオベースPLAフィルム「Planova®」を再発表、生鮮ハーブ・切り花向けに持続
可能な包装を提供

#10 Smartech社、自動車複合材料市場で炭素・ガラス繊維が金属代替を加速、EV航続距離延長に貢

献

#12 3DSPRO、航空宇宙・医療・半導体産業向けにPEEK、PEI、PPSなど高温対応3Dプリンティング
プラスチックを提供

#13 Omya Performance Polymer Distribution、EnvaliorのポリアミドとPBT樹脂で自動車・電子機
器の高性能化に貢献

#14 ベーリンガーインゲルハイム、治験薬BI 1815368の体内動態を健常男性で評価する新規第I相臨
床試験を登録（NCT07693218）

#15 Thales Group、PVCを80%以上削減したPLA製バイオソースカードなど持続可能な決済カード
を7,000万枚以上提供

#16 Infinita Lab、PEEK、PEK、PTFEの高性能ポリマー比較ガイドを公開：PEKはPEEKより高温耐
性に優れる

#17 Jinhua、電子部品のポッティング用エポキシ樹脂のトップメーカーとして、高電気絶縁性・接着
性・熱安定性を提供

#18 RAMPFグループ、化学リサイクルでCO₂排出量を40%以上削減するポリウレタン・PET廃棄物由
来リサイクルポリオールを生産

#19 MDPIがバイオポリマーPHBに関する包括的レビューを発表：持続可能な代替プラスチックの課

題と未来



#20 Onco-InnovationsとNanosoft Polymers、抗がん剤ONC010のナノ粒子製剤向けにポリマー製
造プロセスを最適化

#21 WHO、臨床試験登録と結果公開に関するガイダンスを発表：透明性と倫理の強化を強調

#22 臨床試験NCT07730697：FDA未承認デバイスの評価、米国法令により詳細非公開

#23 Bristol-Myers Squibb、治験薬BMS-986533の安全性と薬物動態を評価する新規第I相臨床試験
を登録（NCT07629999）

#24 Greif、スペインのポリマー容器メーカーEnvaplastを買収：ポリマーソリューション事業の好調
で前年比1.5%増

#25 Daken Chemical、OLED・半導体製造向けに高純度1,3-ビス(4-ビフェニリル)-1,1,3,3-テトラ
メチルジシラザンを提供

#26 ノートルダム大学、AI材料発見プラットフォームを発表し高分子特性予測とスクリーニングを革
新

#27 SK OnとFactorial Energy、EV用全固体電池の量産化に向けた戦略的提携を発表

#28 米国EPA、PFOAおよびPFOS飲料水規制のコンプライアンス期間を最大2年延長する規則案を発

表

#29 米国EPA、PFHxS、PFNA、GenX化学物質を含む一部PFASの規制決定撤回規則案を発表

#30 DIC株式会社、高感度触覚向上剤「Tacthancer™」の製品開発と市場拡大に関するビジネスニュ
ースを発表

#31 PFASフリーコーティング市場、新規制とシリコーン、植物由来Morro™、プラズマ技術で持続可

能なイノベーションが加速

#32 コベストロ、中国南部珠海に年間3万トン規模のTPU生産新拠点を稼働、2030年代には世界最大
級へ

#33 BYD、固形電解質とポリマー電解質を組み合わせたデュアル電解質カソードで次世代ソリッドス
テートバッテリー特許取得

#34 SABIC、2026年第2四半期に66.2億ドルの収益を計上し、ポリマー輸送量を倍増させ事業回復力
を証明

#35 Capchem社、酸化物系固体電解質の商用生産・販売を開始、2026年に千トン規模の生産ライン
稼働でソリッドステートバッテリー量産化を加速



#01 PFAS規制強化でフッ素樹脂選択に再考促す、半導
体・医療用途の代替材開発が加速

概要

PFAS（有機フッ素化合物）に関する規制が進化し、フッ素樹脂の用途を「必須」「代
替可能」「政治的に問題視される」の3カテゴリに分類することで、材料選択プロセス
に大きな影響を与えています。特に半導体製造や医療機器といった重要分野では、フ

ッ素樹脂の独自の特性に真に匹敵する代替材料の有無が問われ、単なる性能だけでな
く、規制順守と環境への配慮が不可欠となっています。この動向は、フッ素樹脂の適
用におけるより実用的なアプローチと、新たな代替材料の開発を加速させています。

公開日 2026年07月29日  Plastics Engineering  アメリカ



詳細

主要成果

PFAS（有機フッ素化合物）に関する新たな規制動向が、フッ素樹脂の選択プロセスに大
きな影響を与え、半導体製造や医療機器などのクリティカルな用途における代替材料の
開発を加速させています。今回の規制では、フッ素樹脂の用途が「必須（Essential）」
「代替可能（Replaceable）」「政治的に問題視される（Politically Exposed）」の3つに
分類され、材料選定において性能だけでなく、規制準拠と環境負荷の考慮が不可欠とな
りました。

技術・臨床詳細

フッ素樹脂は、その卓越した耐熱性、耐薬品性、非粘着性、電気絶縁性から、半導体産
業の流体ハンドリングシステムや医療機器、航空宇宙部品など、極めて高い信頼性が求
められる分野で不可欠な材料として利用されてきました。しかし、PFASの環境残留性や
健康への影響が懸念される中、各用途におけるフッ素樹脂の「代替可能性」が厳しく評
価されています。特に、既存の代替材料ではフッ素樹脂の持つ独自の特性の組み合わせ
（例えば、150℃を超える温度での構造維持、腐食性化学物質への耐性）を完全に再現
できないケースが多く、これが代替材料開発の大きな課題となっています。

背景・業界文脈

従来の材料選定は主に性能とコストに基づいていましたが、PFAS規制の強化により、サ
プライチェーン全体で環境・健康リスクと法的コンプライアンスが最優先事項となりま
した。欧州化学物質庁（ECHA）による広範なPFAS制限提案や、米国での州ごとの規制
強化の動きは、企業に対し、代替材料への切り替えや、フッ素樹脂の使用を最小限に抑
える技術革新を促しています。この圧力は、特に高純度・高性能が要求される産業にお
いて、代替技術への大規模な研究開発投資を呼び込んでいます。



今後の展望

今後、フッ素樹脂メーカーは、フッ素樹脂を「必須用途」に限定しつつ、それ以外の用
途ではPFASフリーの代替材料への移行を支援する方向で事業戦略を転換すると予想され
ます。半導体や医療分野では、フッ素樹脂に匹敵する性能を持ち、かつ環境に優しい高
分子材料の開発が競争の焦点となるでしょう。この動きは、材料科学における新たなブ
レークスルーを生み出し、持続可能な産業構造への転換を加速させる可能性を秘めてい
ます。

元記事: https://www.plasticsengineering.org/2026/07/pfas-rules-are-reshaping-fluoropolymer-selection-

011486/amp/
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#02 炭素繊維強化ポリマー（CFRP）が航空宇宙の一次構
造で金属を凌駕、連続繊維3Dプリンティングで複雑部品
製造が可能に

概要

炭素繊維強化ポリマー（CFRP）は、金属を凌駕する強度と剛性を持ち、航空宇宙の一

次構造やハイエンドスポーツ用品で高性能複合材料として注目されています。熱硬化
性または熱可塑性樹脂と炭素繊維やガラス繊維を組み合わせたポリマーマトリックス
複合材料（PMC）が最も一般的です。特に、連続繊維3Dプリンティングのような積層

造形技術は、強化された剛性と強度を持つ複雑な複合材料部品の製造を可能にし、設
計の自由度を大幅に高めています。

公開日 2026年07月30日  JLCCNC  中国



詳細

主要成果

炭素繊維強化ポリマー（CFRP）は、その卓越した強度と剛性により、航空宇宙の一次
構造や高級スポーツ用品において、金属材料を凌駕する高性能構造複合材料としての地
位を確立しています。この技術革新は、軽量化と性能向上を両立させ、特に連続繊維3D

プリンティングの進展が、複雑な形状を持つ複合材料部品の製造を可能にしました。

技術・臨床詳細

複合材料は、異なる特性を持つ複数の材料を組み合わせることで、単一材料では実現で
きない優れた性能を発揮する材料です。中でも、ポリマーマトリックス複合材料
（PMC）が最も一般的であり、これは熱硬化性樹脂（エポキシ、ポリエステル、ビニル
エステルなど）や熱可塑性樹脂（PEEK、PA、PPSなど）をマトリックスとし、炭素繊
維、ガラス繊維、アラミド繊維などの強化繊維を組み合わせて構成されます。CFRP
は、高強度・高弾性率の炭素繊維をエポキシ樹脂などのポリマーマトリックスに組み込
むことで、比強度、比剛性においてアルミニウムやスチールを大幅に上回ります。ま
た、連続繊維3Dプリンティングは、設計された経路に沿って連続的に繊維を配置するこ
とで、従来の製造方法では困難だった複雑な内部構造や異方性を持つ部品を、高い精度
と強度で製造することを可能にします。

背景・業界文脈

航空宇宙産業では、燃料効率の向上と排出ガス削減のため、機体の軽量化が最重要課題
となっています。CFRPは、ボーイング787型機やエアバスA350型機などの最新航空機で
胴体や翼の主要構造に広く採用されており、航空機の総重量の約50%を占めるまでに至
っています。これにより、燃費を最大20%改善し、運用コストの削減にも貢献していま
す。スポーツ用品分野では、テニスラケット、自転車フレーム、ゴルフシャフトなどで
CFRPが採用され、パフォーマンス向上と軽量化を実現しています。



今後の展望

積層造形技術、特に連続繊維3Dプリンティングの進化は、複合材料の設計と製造に革命
をもたらし、よりカスタマイズされた高性能部品のオンデマンド生産を可能にします。
これにより、航空宇宙だけでなく、自動車、ロボティクス、医療機器など、広範な産業
での複合材料の利用が加速すると予想されます。また、熱可塑性複合材料のリサイクル
技術の進展も期待されており、持続可能性と高性能化の両立が今後の研究開発の主要な
方向性となるでしょう。

元記事: https://jlccnc.com/blog/what-is-composite-material
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